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①学校運営上
の課題

01 教職員の
時間外勤務の

是正

町内の教員の約２６％が、月４
５時間以上の時間外勤務を
行っており、教員の業務負担軽
減による時間外勤務の縮減が
課題となっている。

地域学校協働活動推進員（各中学校区１名
ずつ　計２名）を配置し、地域との連携がス
ムーズに行われているので、地域学校協働
活動推進員の配置を継続し、きめ細やかな
地域学校協働活動を推進する。

・地域学校協働活動推進員は学校と地域の
連絡調整等を担い、教員の業務負担軽減を
図る。
・地域ボランティアによる交通安全週間の立
ち番、あいさつ運動を継続する。

学校・家庭・地域の役割分担の
明確化により、地域との協働が
進み、教員の業務負担が軽減す
る。

月４５時間以上の時
間外業務を行う教員
の割合

26 % 20 18

03　本年
度の目標
値を達成
し、課題
の改善が
見られた

・学校の要望に対して、町内の小中学校の活動に延べ８９９名のボランティ
アが関わった。学校ボランティアとの連絡調整を地域学校協同活動推進員
が中心となって行うことで、教員の業務の負担軽減につながっている。
・ボランティアの活動は授業サポートに関するものが多く、時間外勤務の大
幅な削減につながっているとは言いきれないが、ボランティアが入ることで
児童生徒が効率的に学習でき、一定の効果が見られた。
・次年度も学校の要望に対応しながら、より教員の負担軽減につなげてい
きたい。
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